
 研修 評価     

研修名 新生児看護（正期産児、早産児、低出生体重児） 

領 域 

 

臨床実践能力 

（ケアする力） 

会場 看護研修セン

ター 

受講料 会 員：3,080円 

非会員：9,240円 

対 象 

 

新生児看護に従事する看護師・助産師及び 

新生児看護に興味のある看護師・助産師 

募集数(40人)応募数(13人)参加数(13人)会員数(13人)非会員数(0人) 

日 時 

 
令和 7年 10月 9日（木曜日） 10：00～16：00 

ねらい（目標） 1.新生児の生理がわかる 

2.新生児へのケア方法がわかる 

3.早産児、低出生体重児の特性と看護がわかる 

4.参加者が学びの活かし方について目標を見出せる。 

講 師 髙松 恵  新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院 

新生児集中ケア認定看護師 

内容・方法 

 

○講義内容 

・新生児看護の概要と新生児の生理 

・早産児、低出生体重児の特性と看護 

・新生児のケア方法 

・家族の支援 

○研修方法 

講義、演習（個人ワーク、グループワーク） 

結 果 

 

 

○参加者数     13名 33％ 【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 86％） 

 ・理解度        100％ 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度   100％ 【達成・未達成】 

○受講者の意見 

・新生児看護の基礎知識を学ぶことで実践を交えながらの講義は日々の看護に 

活用できることが沢山あった。優しい気持ちで児にかかわる工夫や実践方法を

大切にしながら関わっていきたいと思った。 

・ゆっくりＧＷできる時間が確保されており、他施設の取り組みや日頃の悩みも

共有することができた。 

評 価・総 括 ○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・研修の理解度、自己課題の達成度は高かった。 

○総括 研修会開催の良かった点・改善点、今後の継続について 

・アンケート結果から、研修に対する満足度は高かった。次年度も研修を継続 

する。 

・オンライン研修だと来場型よりも気軽に参加できるという意見もあったが、実

際の研修申し込み数は少なかった為、対象の幅を広げるなど検討が必要。 

課 題 ○受講対象について講師に相談する 

担当者 教育委員 

 
 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


